
「連携協力・協定事業所」とは？

もっと、ずっと、やさしさにこだわります
〜島原の絆を支える、生協の見守り配達〜

島原は「グループ配送」が6割。ご近所の絆が強
い地域です。私たちはその輪を大切に、家族の
ような親しみやすさで毎日お届けしています。
●寄り添うサポート： 弱視の方への「拡大注文
書」や記入のお手伝いなど、お一人おひとりに
合わせた対応を徹底しています。
●安心の見守り： お弁当も必ず「手渡し」で。
異変があれば緊急連絡先へつなぎます。
「こども110番」として地域の安全も守ります。
「あなたが来るのが楽しみ！」その笑顔のために
私たちは今日も島原の街を走ります。

島原支所

当社は、都市ガス・LPガス・電気の販売を
通じて、島原の皆さまの暮らしを支えています。
社員が日々お客様宅を訪問し、ガス機器の販売
や保安点検、暮らしのサポートを行っています。
見守り・地域貢献活動として、毎月同じ検針員が
ガスメーター検針を行い、ガス漏れや異常の有無
を確認。買い物代行サービス「楽々くん」や、25年
目を迎えたひとり暮らし高齢者住宅安全点検活動
にも取り組み、安心・安全の確保に努めています。

島原市では高齢者等をさりげなく見守るネットワークづくりを進めています。

島原市高齢者等見守りネットワーク協議会の連携協力・協定事業所をご紹介します！

Ｎｏ.６６
みてみよかい

日頃より、島原市地域包括支援センターの活動にご理解とご協力をいただき、ありがとう
ございます。今年度もどうぞよろしくお願いいたします。
さて、これまで発行してきました広報誌「みてみよかい」ですが、本号をもって発行を終了
することとなりました。これまで多くの皆さまにお読みいただき、温かいお声をいただきました
こと、心より感謝申し上げます。今後は、インスタグラムにて島原市地域包括支援センターの
取り組みや地域の情報などを発信していく予定です。より身近に情報をお届けできるよう
努めてまいりますので、ぜひご覧いただければ幸いです。これからも地域の皆さまに寄り添い
ながら活動してまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

用具の説明では、安心して使えるように分かりやす
く丁寧にお伝えし、日常の中で不安があれば電話
相談にもすぐ対応。定期訪問を通して、変わらない
暮らしをそっと支えています。
また、ご家族がいる場合は一緒に話を聞き、みんな
が安心できる環境づくりにも力を入れています。
“道具を届ける”だけでなく、“安心を届ける”存在

として、地域の見守り役を
続けています。

株式会社ムラセでは、事務用品、福祉用具の
レンタル・販売だけでなく、利用者のみなさんの
暮らしにそっと寄り添う“見守り”を大切にしてい
ます。福祉用具専門員が一人ひとりの声に丁寧に
耳を傾け、困り事がないかを確かめながら関わって
います。

この活動が評価され、R7.12月に島原市社会
福祉協議会より感謝状を受賞しました。また、
毎年10月には市内で「ガス展」を開催しています。
地域密着型企業として、これからも皆さまの
安心な暮らしを支えてまいります。

連携協力・協定事業所は、みなさんの身近で働く
事業所です。日常の業務中に、高齢者の「ちょっと
気になる」様子に気づいたとき、市福祉課または
地域包括支援センターへ知らせてくださいます。
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本号をもちまして、広報誌は最後となりました。16年間、本当にありがとうございました。
少しさみしい気持ちもありますが、これまでのつながりに心から感謝しています。これからは
インスタグラムで、引き続き皆さまとつながっていけたらうれしいです。今後ともよろしく
お願いいたします。

で検索を♪

または、 島原包括 インスタ

～最終号～

日頃から町内会にも参加し、ご近所付き合いを
大切にしています。「最近あの人を見かけないな」
「いつもと様子が違うな」と感じた際には、町内
会長と連携しながら、お年寄りが安心して暮ら
せるよう見守りを行っています。
配達時には、地元の話題で会話が弾むことも
あり、地域とのつながりを大切にしています。
開開店当初からのベテランスタッフが、
皆さんの「困った」に寄り添い

続けています。

島原白土湖店は、お買い物の場としてだけで
なく、地域の「見守り役」としても活動してい
ます。軽トラックで島原市内を巡る移動販売
「あんしんお届け便」では、買い物が難しい方
のご自宅や団地へ商品をお届けしています。
また、配達の際には、ちょっとしたお手伝い
についてもお気軽にご相談いただけます。

島原白土湖店



女性会社員の表情イラスト「笑い顔」

島原包括の仲間を紹介します！

日程

参加費

年を重ねても「やりたいこと」にチャレンジしませんか？
お茶を飲みながら、日ごろの思いを語り合っています。

場所

場所

懐かしい
かるた遊び

季節を感じる
ものを見ながら
思い出話…

次はトランプを
したいね！

小学校の頃は
9クラスまで
あったよね

どんなことをするのかは、
みんなで決めています！

どんなことをするのかは、
みんなで決めています！

参加費

ビートルズの
Ｙesterdayが聞きたいな

演歌が聞きたいな

子どもが
多かったよね

人生は一度きり！
自分が主役です！

日程： 第１・第３ 金曜日 10時～12時

参加費： 無料 （おやつ代 100円 ）

日程： 第１・第３ 木曜日 13時半～15時半

場所： 心暖ホール（しおん）
（島原市有明町大三東戊１２１７番地1）

参加費： 無料

「思縁」とは

わたしって（ヤング）
ケアラーかな？

最近、家族のお世話で
かなり疲れている。

専門の窓口に相談して
支援を受けたい。

心の健康度チェック

 質問に答えることで、ケアラー
 自身の心と体の健康が守られて
 いるかをチェックできます。

相談窓口の案内

ケアラーの困りごとをもとに、

ケアラーが必要としている支援や
適切な相談窓口をご案内します。

ケアラーセルフチェック

 質問に答えることで、あなたが
“ケアラー”であるかどうかを  
チェックできます。

～大切な人をお世話しているあなたも、大切な一人です～

オレンジサロン「ことだま」

ことだま

し えん

サイトへのアクセスは
 コ チ ラ から

いつでも、だれでも、ケアラーが知りたい情報にたどりつけるサイトです。
ケアラーの心身の健康が守られているか、多様な困り事を解決するには
どこに相談すればよいか、などを知ることができます。
お気軽にご活用ください！

島原市地域包括支援センターと島原市在宅医療・
介護相談センターでは、地域の皆さんのご要望に
合わせて出前講座を行っています。
包括と在宅医療の職員が出張いたします！
令和7年度は両センター合わせて63会場で講座
を行いました。講座の様子をご紹介します。

島原市地域包括支援センター
島原市在宅医療介護相談センター

℡65-5110まで
お電話ください

5人以上お集まり下さい

〇健康・介護予防について
〇消費者被害防止について
〇認知症や見守りについて
〇スマホ講座
〇ケアラー支援について
〇在宅医療・介護について
〇終活について など

無料！！

地域の皆さんのご要望に合わせて講座を行っています。
内容や時間、場所、開催方法等お気軽にご相談ください。

小学校・中学校にて、認知症への理解を深めるため、
認知症サポーター養成講座を開催しました。

下川尻町ふれあいサロンでチームオレンジに関する
講座を開き、みんなで地域でできることを考えました。

魚見団地ふれあいサロンで、もしバナカードを使い、
もしもの時や終活について考える講座を行いました。

島原市医師会の健康介護教室で、ケアラーへの理解
と周囲の支えの大切さを中心にお話ししました。

新湊二丁目ふれあいサロンでは、寸劇を交えながら、
消費者被害防止に関する講話を行いました。

場所： あんしんハウス島原 「喫茶いこい」

（島原市城見町4950番地1）

ことだま
ありあけ

島原市老人クラブでは、スマホの基本操作や
QRコードの読み取り、アプリの取得方法について
の講座を行いました。
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